
【療養費適正化研究会】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆さんこんにちは。それでは柔整問題研究会の発表を始めます。



参加健保：31健保組合 38名 + 1名（オブザーバー）

01 azbilグループ 14 プレス工業 27 太陽生命
02 トピー 15 鷺宮 28 野村證券
03 ニコン 16 資生堂 29 ノバルティス
04 日本ｱｲ･ﾋﾞｰｴﾑ 17 大和証券ｸﾞﾙｰﾌﾟ 30 博報堂
05 日本コロムビア 18 F R                (3) 31 三菱電機
06 日本郵船 19 B I J 32

07 富士通 (2) 20 ナイガイ 34

08 山崎製パン (2) 21 ボッシュ 35

09 ヤマトグループ(2) 22 カシオ (2) 36

10 ヤマハ 23 三菱ケミカル 37

11 イオン (2) 24 CNCグループ
12 ソニー 25 日産自動車 1 日本テレビ報道局

13 パナソニック 26 ファイザー

1．2021年研究会のメンバー
担 当 健保名

担当理事 B I J

リーダー トピー

サブリーダー 日本郵船

日本コロム
ビア

日本アイ・
ビー・エム

運営委員 Azbilグルー
プ

パナソニッ
ク

山崎製パン

〇男性14名女性24名 〇常務理事・事務長 10名 〇新規参加者15名



37%

63%

メンバー構成(男女比)

男性 女性

16% 11%

16%58%

メンバー構成(役職)

常務理事 事務長・課長 係長・主任 担当



2．研究会の背景

「療養費適正化研究会」では、柔整・あはき・治療用装具等の療養費の不
適切な請求や利用に対して、適正な審査や点検のノウハウ、また加入員
への周知・啓蒙活動をどのようにすべきかを情報共有しながら、個々のメ
ンバーが自健保での業務にいかに結び付けられるか、スキルアップを図る
ことに重点をおいてきました。また、不正請求の根底にある様々な事象の
解決を目的として、他の保険者をはじめ、日本臨床整形外科学会あるいは
施術者(団体)との意見交換を行ってきました。

昨今は不正請求が問題となった「治療用装具」の事例研究にも注力し、装
具作成業者の工場見学・意見交換なども実施するなど、療養費担当者の
実務に結びつくような内容を実施しています。新型コロナウイルスの影響で
前年度は活動がほぼ出来なかったため、2021年度は研究会活動同様、オ
ンラインを利用し装具業者の工場見学会を企画しました。

なお、2021年度は、新たな参加メンバーも多く、これまでの療養費適正化
に向けた活動を継承しつつ、担当者一人ひとりのスキルアップを向上させ
るため、各方面から講師をお呼びし、講話をいただきました。



３. 2021年度活動方針

療養費の適正化

・毎月１回研究会を開催する(８月は休会)
・３適(適正受診・適正施術・適正支払)キャンペーンの推進

・メンバー個々のスキルアップを図るために、不正情報や、疑義

照会のノウハウを共有する

・学識経験者・他の保険者・医師、健保連等と情報交換や意見交

換を行い、一人一人が療養費適正化の意志を強くもつこと。

ミッション

ビジョン



4．2021年度の活動結果

①事例研究(情報交換) ※毎回の研究会で実施

②装具に関するオンライン工場見学会＆勉強会

(協力：大阪・川村義肢)
③リーフレットの発行 15健保150,000部申込

④第37回日本義肢装具学会学術大会での講演

⑤全国大会での報告 ※④の報告

⑥関連分野多方面の講話実施



② 川村義肢工場オンライン工場見学会【Zoom】

【日時】 ２０２１年８月２６日（木） 14:00 ～ 16：10 【参加者】54健保 104名

【プログラム】

開会の挨拶 原直人 トピー健康保険組合

（療養費適正化研究会リーダー）

基調講演 「義肢装具士および補装具費について」

川村義肢（株） トータルエンジニアリング

技術部 部長(義肢装具士)
事前質問事項返答 川村義肢（株） 製造本部 取締役 (義肢装具士)

Zoomによる工場見学 川村義肢（株） 製造本部 義肢装具部 部長

閉会の挨拶 川村義肢（株）代表取締役社長義肢装具士



③ 柔整用 リーフレットの発行





★ 課題：紙媒体の減少

次年度(2022年度)は、紙媒体(リーフレット)ととも

に、各健保のHP掲載等が可能なデータ対応の

リーフレットを検討する。



「治療用装具に係る医療保険者の動向について」
~保険者視線での装具取扱いとは~

④ 第37回日本義肢装具学会学術大会での講演
2021年10月16日

➄ 全国大会での報告

上記④第37回日本義肢装具学会学術大会での
講演内容の概要を報告



治療用装具に対する保険者の認識 ①

医師が必要であると認めた治療用遂行上やむを得ぬ場合に装具の処方が行わ
れるが、本当に治療となっているか？

【保険者の視点】

〇発症日も不明な成人の偏平足障害患者に対する治療用装具の処方。

過去に通院履歴も治療行為もなく、診断日初日に装具作成指示。装着後の通

院予定(治療計画)もなし。症状固定では？

➡単なる痛みの緩和では保険適用外。



治療用装具に対する保険者の認識 ② (既製品)

① 既製品装具とソフトグッズ(通販で入手できるもの)の区別がつきにく

い。

※通販で購入できる製品が、装具として使用されているケースがある。

② 同一の既製品でも、装具業者毎に価格が異なるのはナゼか？ ★

③ 既製品に統一価格がなく、オーダーメイドで製作したとの仮定での算

出は不適切。

領収証における明細(計算根拠)が不明確なものがある。

※ ①②③ ➡ 不適切な価格操作があるのではないか？という不信感。

④ リスト化された製品の類似品があり、判断がつきにくい。

⑤ 既製品なのに、レセプトで採寸200点が計上されている。

(※医師の問題)



既製品装具に対する保険者の認識 ③ (既製品)

★既製品装具に関する装具業者側のリスクの認識がほとんどない

(例)・メーカー返品が出来ない

・複数のサイズ・種類を保持する(在庫負担)

➡こうした点も既製品価格へ反映していると思われるが、保険者側はこ

うした観点の意識はない。つまり、保険者は、同一製品であっても業

者によって価格が異なることばかりが目に付く

= 不正があるのでは？という認識を生じてしまう・・・・・のが実態。

★装具業界側として保険者及び厚労省に対する説明が必要。



➄2021年度 各方面からの講師一覧

①健保連政策部 原マネージャー

②川村義肢 木村部長・西野部長ほか

③ガリバーインターナショナル 木村渉外部長

④慶応義塾大学総合政策部印南教授

➄Eight lab 高山代表(柔道整復師)
⑥バックテック社 福谷CEO

★メンバーの多くから「オンライン開催」だからこそ、講

演のような場を増やしてほしいとの要望有。



療養費適正化研究会
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